










1 研究目的 

羊水栓塞症は羊水成分の母体血中への流入によって起こる。羊水中の浮遊成分による肺循

環の機械的閉塞と羊水中の凝固促進物質によるDICとが,本症の本態である。従来,本症の

確診は剖検によらなければならなかったが,羊水特異物質をマーカーにして,これを母体血

中から証明することによって,非剖検的診断を試みようとするものである。マーカーとして

は羊水中の肺サーファクタントを選んだ。また,羊水中の凝固促進物質の量から,羊水栓塞

症の治療に必要なヘパリン量をも決めようとするものである。 


